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顔師古漢書音義の研究(下)

第 3部本 論*

3. 1. 声 類

声類の考察に当り，準拠する切韻(広韻)の声類を次の如く分類す

る。)

唇音(重唇音 背 p-・湧p¥ 並b'_.日月m-

l (軽唇音 非 f・・敷 f'-・奉vt・微m・

[舌頭音 端 t-・透tヘ・定d¥・泥n-・来ト
舌音{

l舌上音 知ト・徹す・・澄d‘-・娘 ii-

f歯頭音 精 ts-・清 ts‘ー・従dzヘ・心 s-・邪 z-

歯音i正歯音吾荘t$-・初 t号‘ー・崇d:?::・生害ー ・侯:?:

l正歯音寺章ts-・昌 ts‘ー・船dz-・書s-・常z-. B IIz -・羊 j-

牙喉音 見k-・渓k¥・霊g‘・・疑 ng-・暁x-• 匝y- ・影\・子高・

以下，上掲の声類別に従い，注音用字上，特徴的と見られる点に就

いて述べる。尚，個々の音注例の意味に関する記述は，特に問題にな

る場合を除いて省略する。

3. 1. 1. 唇音

(1) 切韻(広韻)の体系には存在しなかった唇歯・摩擦音の軽唇音の

* この小論は本紀要XVll-1 (1969)所載の「顔師古漢書音義の研究(上)J'(以

下「漢書音義(上)Jと略称)に続くもので，本論の中，声類を扱う。韻類に就

いては，拙稿「顔師古漢書音義韻類考」言語研究59(1970)で述べた。尚，論述

上，本稿にそれ等と重複する点もある。

1) この声母表は唇音の欄に重唇音とは別に軽唇音を加えたこと組'名を中

国音韻学に於ける伝統的呼称、に替えたこと，参考のために一応の目安としての転

写音を併記したことの他は拙稿「漢書音義(上)J p.52に掲げた声母表と同じで

あるが，便宜を考えて改めてここに記す。尚，各声母に付した転写音は，河野六

郎「朝鮮漢字音の研究」天理時報社(1968)p.50に見られるものに拠った。只，同書

に見られない〈侠〉母の転写音は筆者が他を参考にして付した。
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+系列〈非・敷・奉・微〉が両唇・閉鎖音の重唇音の系列〈管・祷・並

・明〉とは別に認められる。2) (cf. 資料)

又，切韻(広韻)の体系では重唇音と軽唇音が未分化であったため

に，帰字の語頭子音が重唇音である反切に後に軽唇音化する声母を以

て切する例が切韻(広韻)には多いが，それ等が師古音注で重唇音声

母に改められている例が見られる。

。 広 韻 い )/師古〈菅〉

幽:府巾/彼閑 (710下9)4)，森:甫造/必逢(238下 5，590上
必

13， 659上13，719下18)，酪:甫逢/必迄 (1041下 2) ，杓:甫

逼/必逢(196上15)，標:甫蓮/必這 (1018上 7) ，庇:府廉/彼廉

( 451上 5) ，ま分:府巾/彼麦 (710下 9) ，彬:府巾/彼是(820下

9)， 1:票:甫逗/必逢(1040上13，1289上20)， ホ森Bl.甫逢/必逢

( 360上 1，705下10，712下10)， *森Cl.甫逼/必逢(581上 5) 

A)広韻， I繍Jに作る。

B)漢書に見られる被注字は「森J (広韻:以謄切，火華也)である

が，師古は、疾風也H と説く。朱駿声「説文通訓定声J (以下「定声」

と略称)のホゑゑ炎揚光飛丈又為森之誤字か5)に拠り，師古音を広韻に

見られる「奈」音と比較する。尚，本稿では，このようにして求めら

れる仮借字は左肩に*印を付して示す。

C)漢書に見られる被注字は「瓢J(広韻:符香切又撫招切)であるが，

師古注、瓢読日森かに拠り，師古音を広韻に見られる「森」音と比較する。

2) 軽唇音の系列はillB韻類(cf.拙稿「漢書音義(上)J pp.51ー 52)の中，蒸韻

を除く諸韻に見られる。但し，東韻及び尤韻の〈明〉母に限って軽唇音化は起ら

なかった。尚，この点に就いては，河野六郎「唐代長安音に於ける微母に就いて」

東京教育大学中国文化研究会会報4-1 (1954)参照

3) 以下，細部の問題を除き，広韻(周祖誤「広韻校本附校勘記」中華書局，1960)

を以て切韻に代用させる。

4) I縮印百楠本二十四史 漢書」商務印書館(1958)に見られる箇所 (710頁

下段 9行目)を示す。以下同様。

5) 引用は丁福保編「説文解字詰林及補遺」台湾商務印書館(1959)(以下「詰林」

と略称)に拠る。
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顔師古漢書音義の研究(下)

。広韻〈敷>/師古〈祷》

ポ芳杯/普回 (1049下 3)，亨:撫庚/普庚 (265下5・282上 9， 

453上 6)，肩:芳連/匹延 (1088下 6)，標:敷沼/匹妙(1186下 3) 

・匹逢(601下 2)，標:撫招/匹逢 (866上 9， 1225下 5) 

A)広韻， I距」に作る。

。広韻〈奉>/師古〈並〉

d符逼/宵北(1090上日)，瓢:符寄/頻逼 (808上 8， 1088下

17 ) ，蔓:存少/頻小 (269下 2)，禅:符支う頻移(683下札山2
C) 

上 16)，昨:房益/頻亦(464下 7，834上13)，部:符悲/皮彼 (425

下日)， ぜl扶歴/避歴(川下 14)，撤:房連/歩回(705上 8)， 

縦:房連/歩千 (607上 7，833上 6) 

A)広韻， I克」に作る。

B) I王二Jには汚質移反。とある。

C)漢書に見られる被注字は「伍J(広韻:敷悲切，有力)であるが，

師古注、鄭氏日山一成為伍グに拠り，師古音を広韻に見られる「自主」

(広韻:山再成也)音と比較する。

D)漢書に見られる被注字は「昨J (広韻:房益切，便居，又法也，

・・)であるが，師古注、昨，甑瓢也グに拠り，師古音を広韻に見られ

る「壁J (広韻:領壁，甑甑也)音と比較する。

。広韻〈微>/師古〈明〉

申書:武亘/莫都 (708下 10)，自:武幸/莫幸(63上 2) ，智:武

板/莫限 (1284上10)，電:武墨/莫忍 (393下 19)，抄:亡沼/莫

小 (1234上10)，砂:亡沼/莫小(201下12)，票:撫招/匹昭(1047 

上 16)・匹逢(232下 4) 

。広韻〈非>/師古〈梼〉

煤:甫這/匹逢 (1038下 17) 

例外:

阪:府板(958下 12)，親:武卓(781下 18)， 明刈:亡イ卑 (672下

14) ，磨:武皮(614上 11，1016上 10，1080上 6， 1211上 10，1269上 16)， 

5 
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謬:亡主L(9301'"17)，絡:武rt(60下 14，262上15入根:j式市(10 1 

上 20)， 護:j民連(881上 5入 質:主主又 (695上 18) 

A) r薬害iこ見られる被注ネは「弾(広韻武移切，益也，長也，久

亦投…)で、あるが，鰐ぢ;立、学奇臼?術館少安之貌。と説〈。高槻

麟「説文字通j の、明通禰j莫李専喋務自櫨綴会通作関に拠 t)，訴

を誌韻に兇られる「藷」音と詫較する。

以上は riWZJ を徐き，何れも〈明〉母字である。このιk

r!Il!f;J 立広韻に琵られる反切と用字も同じく，或は{云統的皮切そその

まま写したものであろうか。 に;土、莫爾反n と

をj;Jで住されているi9U(1044下 9)も見られるむ或いは，唇資中，{椀}

母に、躍って較重の分離に未だ動揺が有ったとすべきであろうか。

上のことを?併せ考えるなら，鰐古音の体系では既

していたと解釈し得るであろう。平山久雄誌に依ると，軽唇音の音韻

としての独立は中奥舌主母者を有する諸査員の中，

母と結合する C類韻母{本撲での鵬銭安訪中居ザ喉音声母と総合す

る韻母)と議続による対立を有ナる諸官棄のJ:t，韻臨め三等に寵される

B類韻母(本格での臥韻乙類?との合流に伴なって lまとめて生ずると

う?韻類で見る如し帥古音に平山氏の G額と B類の韻母の通用が

広範に見られることから，師古音の体系では現に音韻として

が独立していたと見られょうか。これ迄の研究に拠ると，戦唇1まの存

は慧淋の一切経音義あ反切では明確に認められるが，切韻成書後60

6) きl用はほお林」ヒヲi書， Iご拠る。

7) cf. 機稿「誇毒護害者幾 (上 Jpp. 51-52 

8) cf.平山久雄「唐代音綴史に於げる戦梼音化め問題J北海道大学文学部紀要

XV-2 (1967) p.18その他。

告) 以下，慧淋め…切総?を義iこ関する間緩は総℃賞幹事伯 f慈琳一切総資義皮切

主主J!l義史滋震研究所専刊之プ主任号31).主主1.f， 河野六郊「紛鮮漢字音の研究j前

引委こ拠る。

§ 
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顔師古漢書音義の研究(下)

年遅れる玄応音義では未だ軽・重が区別されず，玄応より更に約60年

後に成った慧苑音義11こ始めて(音声的な意味での?)軽唇音が重唇音

と分離して認められることから，北方標準音に於ける軽唇音化の時

期lら唐代中葉以降に求めるのが一般のようであるが，師古に軽唇音の

独立を指摘できることから，それを遅くとも初唐に迄引き上げること

が可能のようである。

(2) 清声母〈管・非〉 ・次j青声母〈湧・敷〉と濁声母〈並・奉〉との

混同を示す例がある。

。広韻〈敷}/師古〈奉〉

捕:敷勿/音傍(1251下 19)刊 i紛:府文/扶云(181下)f帥

A)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字キ郁(広韻:符弗切)も求

められる。 cf. 資料，皿韻類・議摂 (11) 

。広韻〈奉)/師古〈敷〉

* ^~PJ t乏:字党/敷剣 (1100下 9) ， 鳴:符分/音芽(1071下 11)， 
B) 

{復:房六/芳福(688下 17)f， {i牙:符分/音紛(1047下 12) f 

A)漢書に見られる被注字は「鵠J (広韻:胡葛切)であるが，師古

注、字本作縄此通用耳グに拠り，師古音を広韻に見られる「分鳥」音

10) 以下，玄応音義に関する問題は総て，周法高「玄応反切考」歴史語言研究所

集刊20本土 (1948).に拠る。

11) 以下，慧苑音義に関する問題は総て，水谷真成「慧苑音義音韻孜 資料の分

析」大谷大学研究年報第11集(1959).に拠る。

12) 南方標準音を映すと説かれる顧野王 (A.D.519-581)の「玉篇J(543 

成書)に，重唇音と軽唇音の反切用字上に於ける区別の傾向が〈智・湧・並〉三

母に認められると言う。 (cf.周祖諜「蔦象名義中之原本玉篇音系Jr同学集J
上冊所収，中華書局， 1966)

13) 師古音が切韻(広韻)音と「ずれ」を示す例の中，師古に依る義注や文脈に

拠って知られる被注字の意味が同字の広韻に記載されている意味と異なる場合で

あっても，それは切韻(広韻)に採録きれている某字に何某義が記されていない

のは、当時その何某義を某字で表わす社会習慣が有ったにもかかわらず，偶，切

韻(広韻)に記録きれなかったにすぎない場合も考えられるので，その「ずれ」

が中国語音韻史の史的変遷に沿うと解釈される音注例は傍詮例として{I内に入

れて示す。
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と比較する O

B)本W1Hま広韻で婿古音と!司音会示す奴f昔字*紛(広韻:鴻鵠-11.1)も

求められる。 cf. 資料， Ij!B綴類・錬摂柄

。広韻くす誌}/締古《並〉

険:1主義/皮義 (665上10)， 
Fミ j

:必獅/昔頻(691よし 704よ5)，

( 1226上 5) ・蒲何(24下 4. 111下 1. 46 L1::.14， 

4861: 9 )f 

A)本f51JIま工芸韻で台頭古資と を示寸仮{昔字*額(広言員:符真切}も

求められる o ef. 簸A韻類.a柔摂(3 ) 

2 広韻《主主)/師古

: r導部/音 寺否(618下 3入惇:蒲味/布内(1084下18P，

i敵:軌祭/音蔽(244上。)f Bl 

A)本例はよと韻で鋳古音と罰音合示す仮{昔字*存(

求められる。 ef. 資料 I韻類・欝摂 (22)

:予備すま切) も

B)本鈎iま!ぷ韻で締古7まと伺音そ示す仮{巷字*蔽韻:必挟切)も

られる o ef.資料， IDA意義類・鍛摂(8 ) 

〈傍}/師古〈並〉
ホA)
吋:IJ:C北/藷北(356下19).漂:限妙/頻妙、 (1015下 18) • 

:IJ:C妙/頻紗(419下 13. 586よ 5，5き?下 9. 857下 8) ，罷:照妙、

( 12下 10)，嘆:沼備/設秘(216下 7)，勢:普護/歩結(713

下 14)， 1番:普宮/歩安 (8651:13)} 

A)漢惑に見られる被詮字は「綾J (広韻:うす福切，妓蛇又姓)であ

るが，器市j主、欝雅日，嫁，駿産主j説者以為重注盤之類H に拠り，締古音

会主音誌に克られる「壊J (工ζ査員:螺位義名)青と比較する。

。広韻 OfJ/諦古〈海〉

:薄波う蒲河(ロ山宮幻3上げ

A) r瓜絡J字の読音に;はま*、;薄等波切勿の龍に〈菅〉母を上字とする、1持専禾

切汐も広務に晃られるが，ここでは現代北方官に照らしでも薄波切か

を鮪古昔との比較の対象に採る。

8 
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顔師古漢書音義の研究(下)

。広韻〈非}/師古〈並〉

i卑:府移/音牌 (185下)f 

。広韻〈敷}/師古〈並〉

亨:撫庚(21上 9) ，幅:芳逼/平力 (508上 16)・皮逼(861下 7) 

。広韻〈奉}/師古〈湧〉

掠:符真/匹人(1233下 14) 

濁声母の無声化以唐代音韻史の上で顕著な音声・音韻変化のーっと

して指摘される。そして，濁声母は有声音であって， ~青声母との対立

を成す示差的特徴は有声:無声にあり，而も唐代に至る迄それが保た

れていたとする観点からすれば，上掲の師古音注例は何れも濁声母の

無声音化，即ち唐代に於ける史的変化を示すと解釈し得ょう。併し乍ら，

濁声母が北方音で明瞭な有声音であったか否かに就いては疑点も有る\~
後に触れる〈従・邪〉両母及び〈船・常〉両母が各々「玉篇」に於て

は混同しているのに対し，切韻の体系では区別されていることも，北

方音の有声度の低さを示すものと解し得るのではないであろうか。若

しそうであれば，師古注音に見られる清:濁の混同例は，実は通時的

ではなく，共時的な観点から解釈きるべきであろう。濁声母の問題に

は困難な点も有り，その解決は将来に委ね，本稿では，北方音に於け

る濁声母の有声性は唐代初期には既に明確ではなく，濁:清の対立は

有声性:無声性にあるのではなしその示差的特徴は他の要素，例え

ば声調など，に求め得る可能性も皆無で、はないであろうことに触れて

おく。尚，濁声母に関してはその有声性の他に帯気性の有無が問題と

なる\~若しその帯気性を認めるなら，次清声母と濁声母との混靖例は

14) cf.河野六郎「朝鮮漢字音の研究」上引書， p. 50，同「故有坂秀世博士遺稿吐

代音韻孜~ J国語研究5(1956) pp. 69-70，三根谷徹「韻鏡と越南漢字音」言語

研究48(1965) pp. 13-22 

15) cf. Henri Maspero， Le dialecte de Tch'αng-ngαn sous les T'αng， 
BEFEO，XX・2(1920)，北京抽印影印本(1931)pp.27-29， Bernhard Karlgren， 

Etudes sur la phonologie chino日 e，Archives d' etudes orientales publi e. 

es par J.. A. Lundeli， vol. 15 (1915-1926) ，北京影印本(1931)pp.356 

360その他，高本j葵著，越元任・羅常培・李方桂合訳「中国音韻学研究」商務印

書館 (1940)，台湾影印本(1962)pp.251-254その他。
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北大文学部紀要

濁声母の有声性を疑わしめる論拠の一つにもなり得ょうし，又，その

帯気性を認めなければその混治例は，或は，初唐に於ける濁声母の有

気音化年示すものと解釈さ札ょうか。

(3) 清声母〈非〉と次清声母〈敷〉との混同を示す例がある。

。広韻〈敷}/師古〈非〉

覆:芳福/方自(93上20，639下 10)，第:敷勿/音弗(216下 1)， 

葬:芳非/音扉(64下 3) ，長ず).芳未/音沸(228上 2) 

A)漢書に見られる被注字は「悪J (広韻:房密切，輔也)であるが， 。
師古注、放悲猶努第也H に拠り，師古音を広韻に見られる「髭J (広

韻:努第)音と比較する。

〈非〉母と〈敷〉母は〈管〉母と〈湯〉母とが各々一定の音韻的条

件の下で変化したものであるが，その音価に就いては論の有るところ

である。 Maspero氏と Karlgren氏は摩擦音に於ける有気:無気の区

別が実際上可能か否かを論じ?黄浮伯氏は慧琳音義の，周法高氏は玄

応音義の反切例に基づき〈非) <敷〉両母に就いて論じているm摩擦

音に於ける有気:無気は，若し有気の摩擦音の帯気の程度が強く，一

方，無気の摩擦音が(f'Jで表わし得る喉頭化摩擦音であったと仮定

するなら，これ等両者の区別は実際上も不可能とは言えないであろう

l日 北方標準音では，唐代から近世音への推移の中で，濁母の平声は無声有気音化し，

灰声は無声無気音化すると一般に説かれる。

17) cf. H. Maspero， Etudes sur la phoη告tiquehistorique de 1αlαngue 

αnπαmite， BEFEO 12 (1912)p.39， Le diαlecte de Tch'ang-ngαn 80US 

les T'ang， 前引論文 pp. 37-39 ， B. KarIgren， Etudes sur la phonologie 

chinoise，前引論文p.553，華訳本 p.416

18) cf. 貫j卒伯「慧琳一切経音義反切孜」前引論文 21丁ウー22丁，周法高「玄

応反切考j前引論文 pp.399-401.この点に関しては，平山久雄「唐代音韻史に

於ける軽唇音化の問題J前引論文 p. 57f. を参照。尚，付言すれば，摩擦音に

於て有気音と無気音とが区別きれる方言(言語)には平山氏が同論文p.57，註(6)

で掲げた蕪湖県方村方言 (f: f'， s:ピ， e: t，φ:宇>(.)，ビルマ語 (s:sh)の他に

黒苗方言(jf: fh. s: sh， {:{h，百・亘h/)も有る。 cf.拙稿，Preli剛旭ry Study 

onαBlαck Miao Dialect: Phonology， 本紀要XlX-3 (1970) 

19) cf. JJIH1/i1!JJJ}/i r音声学j岩波書庄 (19566)pp. 141-142 

-10 



農園姉古{菓言察官守義の紛究(下)

が， {ゴド){敷〉雨母は発生と問時に音{泌を等しくしたことも充分考

えられる。反切用字上は禅声母が分れて混橋しなくとも，それは重唇

督時代からの法統から完全に税し切れず，経傍苦手化後もそれを踏襲し

ている場合も考えられるので}それを以て随ちに両声母が明確に区~Ij

されていたとするには難点も有に却ってく1持《敷〉両母約混同を示す少

数の管注例会す当時の音頭状態を皮映しているとも解され， これ等鶴母

は初唐の関中音で音側をi可じくしていた議長然'往は大きい。ただ本稿てい

は，充分な資料を欠くの句、その何れとも論断することは控ふ初勝簡

でく非> {敷〉雨母は将一音慨を有していたのではないかと患わ

れることをど述べておく o

3. 1. 2.震音

(1) 舌頭脊の右足〉母と舌上官のく按〉母との協同を示す例がある o

o 工ζ韻〈詫>/師古〈娘〉

津:奴教/女教 (663上12)，機?奴交/女教(636J二1) ・孝
会 N 日)

( 948上 1)， T~桑:奴交/女教 (820下 11 ， 11 08下 7)， 争経:乃

( 603上17)， t蒜:奴協/女渉(715下 3)， {赤長:i波紋/T:版 (115上

20 )い {籍:奴協/音時 (232上告い女渉 (337上12)fC) 

A)漢書に見られる被注字は「撲J (広誤:奴巧切，携請し}であるれ

弱古は不出也か ( 820下 11)， 、~~t!1 tt ( 11 08下 7)と説く。 r定声J

のホ携為榛普語持擁;吉、kJ.従君枝路呈呂魔知境枝醇邪主義之人退失伎由也
1時

高義則前髄終為天下議注弱覗汐に拠り，姉宙音を広韻iニ晃られる

と比較する o

B)漢書iニ見られる は「接J (1玄韻:汝蕗切， 以ミ子禦， 又騒乱)

であるが，附古i立、背灼日...f倉f裏請し也グと説く。段三三裁「説文解守:段

氏詑J の*槍譲盤韻本主主湯庚鎖転入庚韻譲却~~之保倍。 111 ，こ挺 h 師古

を成績に見られる r~~ J資と比較する O

2議 引用 iま「言吉林J務号lii警， に勢きる。

21) ヲ1):絡は「然林j前引委ニ特色る。

11 
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C)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字#錨(広韻:尼朝[切)も

求められる。 cf. 資料， lliA韻類・戚摂(3)，(4) 

。広韻〈娘}/師古〈泥〉

女:尼擦/及援 (1296上 4) 

〈娘〉母が独立した声母であるか否かに就いては，これ迄にも論の有

るところであるが由初唐関中音では〈泥} <娘〉両母に区別はなく，

一類であったと推定できそうである。

(2) 舌頭音の〈端・透・定〉母と舌上音の〈知・徹・澄〉母は分かれ

ていると見られる (cf.資料)。 これ等は切韻，玄応では大勢として

は分離されているが混請も見られるのに対し，慧苑，慧琳では明確に

分けられている。

例外:

。広韻〈端)/師古〈知〉

鶏:丁滑く鶏雀>/竹滑く南都賦日帰属鳴鵜> (706下 15) 

。広韻〈知}/師古〈定〉

請:陪革く責也>/徒居〈責也> ( 12 60上17) 

舌上音が舌頭音で示される例は類隔切と呼ばれ，六朝末期，陸徳明

(A. D. ? -630)の著わした「経典釈丈J (583-589成)に数多く見ら

れ， この類隔切は舌音が六朝迄一類であり一定の部員的条件の下でそれ

が舌頭・舌上両音に分かれたとする論拠の一つになっている却が，唐代

関中音に於て〈泥) <娘〉両母を除く両音が，尚，混同していたとは考

え難く，個別的読音と解すべきであろう。

(3) 清声母〈端・知〉・次清声母〈透・徹〉と濁声母〈定・ j萱〉との

混同を示す例がある 2~

め B. Karlgren， Etudes sur la phonologie chinoιse， 前引論文 p.54Jf，

華訳本p.35ff.

23) cf. 有坂秀世「上代音韻孜j三省堂 (1955)pp. 303---308 

24) cf. 3.1.1， (2) 
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顔師古漢書音義の研究(下)

1 )舌頭音

。広韻〈端)/師古〈定〉

{敦:都昆/徒本 (506下 13)・徒門(63下 15，1156下 7)・音屯

( 1038下20)f~ 
A) 本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字*沌(広韻:徒損切)

も求められる。 cf.資料 1韻類・諜摂(8 ) 

。広韻〈透)/師古〈定〉

iJIs :土万/徒高(216上 9)，湯:他浪/徒浪(413上 7)・音宕

(395上 18)パ他:託何/徒何 (465下 7) fAl， 1官:託何/徒何(1157 

下 8) .1;走河(713上 6) fBl 

A)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字*駄(広韻:徒河切)も求

められる o cf.資料， 1韻類・果摂(17) 

B)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字*駁(cf.A)も求められる。

cf.資料 1韻類・果摂(18)，(19) 

。広韻〈定)/師古〈透〉

沓:徒合/官合(1198上 17)，闘:徒童/吐童 (601上 10)・吐合

(763上 10)， 1f:徒蓋/吐機(1186下 13)，様:特計/音替(194

下 18)，1胎:徒哀/音胎 (174下)fBl， 1騨:徒干/古丹 (1296上

2 ) f ~l 1挺:徒鼎/吐鼎 (939下 17)fDl 

A)漢書に見られる被注字は「閥J (広韻:許及切，戟名日閣)であ

るが，師古注、閤茸，衆賎之称也グに拠り，師古音を広韻に見られる

「踊J (広韻:践)音と比較する。

B) 本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字株台(広韻:土来切)も

求められる。 cf.資料， 1韻類・蟹摂(2 ) 

C)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字九草(広韻:他干切)も

求められる。 cf.資料 1韻類・山摂 (19)

D)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字勺廷(広韻:他鼎切)も

求められる。 cf.資料，N韻類・梗摂(7)

2 ) 舌 上 音

今
、

υ
寸
よ
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。広韻〈知}/姉古〈澄〉

{致:陪利/盗こ(山下 5) f~ I著:[渉窓/夜庶(331下 5季初山

8. 532上 2429F19)lBLi犠:持稜/音懲 (393上告 .427下7)，C) 

A)本仔lJは広喜美で師古者と i母音を示す仮龍王子専轍{広韻:複利切)も

求められる(? )0 cf.資料，sLA韻類・止摂 (61)

B)本例{ま広韻で師古資と同音を7Jミすf長{昔学専箸{広韻:遅倍切)も

求められる o cf.資料，総額類.J最摂(ち)

C)本側は広韻で欝台育と民議=を示す{反{普学勺醤(広韻:蕊陵切〉も求

められる。 cf. 資料，lIIB韻類・害警務(7 ) 

。広韻〈経}/録古〈生時

( 509下 7) ・竹呂 (629よ18) 

o 広韻〈縫}/締古〈鎌〉

u帯:夜例/王土器IJ(70 8J: 18 ) I刈

A)本例は広韻で師古音と岡斎を

求められる o cf.資料，磁A韻類・蟹喪(1 ) 

3. 1. 3.歯 音

4民

(広韻丑例切)も

(1) 歯頭音は一等と沼等による剖はなく一類と見られる (cf. 資料〉。

切鶏，玄応、に於ても同じく，懇苑ではー・組等は各々独立する大勢に

あり，禁琳では爵者は明瞭に分けられている。

(2) 正歯音の二等と三三等とは各々独立していて漢詩は見られない (cf.

資料)。この阿者のじま別は切韻，玄TI5.鰭苑，懇琳を過とて鴨署室である。

(3) 剖宙法音聞にく毒砂 〈常〉両f診の議河合或は示すかも知れない

例，続:(広韻]字訪朝切({常〉泣い弱視/(師古〕音示({鉛〉母)， 

本文

61子5) 

(1249下 3) .…西方盗賊多欲視為… (12

られるが，これには広韻で、諦古音と民j音を示す{反{昔字

事示も求められ (cf.r定声」

書多以視為示古通用字…)て この一部のみを以ては両実母の混鴻は推

，25) 511# /;J: r量生林J蕗ijf裁に終る。
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綴姉古j築緩:音義の続究(千:)

inlJし難い。やはり，訴古の方言に於げる阿声母は分かれていると昆る

べきでみろう(cf.資料)0{奇妙〈常〉両母は江東管を映?と諮かれる

j に於てはj昆橋し，又， 時言では銃iこ六朝末期，需{えにはj島常

されていたらしいことは「彦翼民家言IL~こ見られる呪日南人以銭ぜ従〉

母字戸為誕({器〉母学入以石(く常〉母字〉為射(続的母字入以践

校従〉母字〉為羨({邪〉母字じ以是認常〉母字〉為翫(く奏会〉母字Y

ら知ることができるが，切韻，玄応，慧苑に於ではこ

は混鴻せず，秦資系では磐琳以E孝次第に混同するの尚， 。乏) {邪〉

爵母も師台育では分かれていてi昆ずる剖は見られない (cf.

(4) 清戸母〈精〉・次j斎持母〈消〉と濁持母〈従〉とのi昆!司令示す例が

ある?

/部志〈従〉

議:郎由/字由(400よ 12)~ {焦:持法/夜消(1285上 2)lBI， 1 

:二子結/オ結 (700f12) fCI 

A)本需はjよ韻で師古tまと同音を

求められる o cf.資料，郡韻類・流摂(7)

キ

(広韻:白秋切)も

B) 本例;ま工主韻 と を示すf反{昔守二守熊(広韻:目下焦tlJ) も

求められる。 cf.資料，務A親類・殺摂 (22)

C)本例i立法韻でや鱗古資と用意をを示T仮f音寺ζ*忌・悌絞韻:日午結切)

も求められる。 cf.資料， N韻類.LlJ摂(12)

〈従}/部古
後 N

禽:桓充/子充(583上 3)， 準:語学焦/子笑(223上20)，底:

資 (7091:5 )B)，主義:昨姐/将水(709よ14(1，1平:疾置

/音子(254下 2)¥ ~ ¥憶:狭葉/密接(70下 4， 11 79 -f 9 )} El 

A)漢書に見られる被主主字は「機J (JA韻:側教切，縮車，小塩}で

2号機弧i初主'11用者会主。

2時 引用iま，腿法議議「顔氏家IDII繋主主j歴史話言研究所王手引j之1m十一 (1950)に撚

ゐ。

2時 cf.3.1.1，(2)

円ヘ
υ
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あるが，師古i土、議捧誇減縦波"と説く I集韻Jの h焦， 1機体，

患也，或及r"測に拠り，部吉音を広韻に見られる「燃J音と比較する o

B)本例は広韻で部会音と!潟奮をボすf反矯字*議{京韻:部移切)も

求められるοcf. 資料，郡吉員類・止摂 (25)

C)本開は員で鰐古音と!可音を示す仮借字

求められるの cf. 資科，lIIA韻類・止摂 (117)

も

D)二本開は広韻で総合音と向音を示す{反f昔字キ好(広韻:郎息切)も

求められる o cf.資料， llIA室長類・ 11:摂 (74)

日):本剖は広韻で削古音と問音を示す仮借字勢嬢韻:郎薬切)も

求められる。 cf. 資料，lIIA韻類・ j或摂(5 ) 

〈清)/師詰まく従〉

潜:七感/っす感 (964下 9)，鉄:親小/材小 (714下 12) 

/蹄台〈清〉

墾:祖古/千戸 (717-'::11)， {惹:泰酔/音翠(706上 8)fA! 

A)本17IJは広韻で締古背と関背を示す仮{昔字毎翠(広言員:七薄切)も

求められる。 cf.資料，lIIA韻類・止摂 (118) 

3. 1. 仁 牙 蟻 音

(1) 切韻や玄定、に見られる特設設と問じく，牙斎く見・摸・護・疑》は

・ー・四等…類，三三等…額とこ類に分かれて，四等学の独立は宇野嬬

できない (cf. 資料〉。閲等字の独立は慧苑にその瀬署な鰯向を

るが，懇琳iこ於てはそれは明確となり，一・二等，ミミ等， IJY等の

に分かれている。

(2) 〈見〉・ と濁声母〈牽〉とのj昆i河を示す関

がある?

〈見}/邸主主〈翠〉

捲:)吾韓/音 ( 1040rご 2)竺鮎:JL劇/音劇 (70O下16，713

29) iJ I F有は 「多長官員j新事聖書事長義 (1959) ，こ拠る。

30) cf. 3.1.1，( 2) 

16 --
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顔師古漢書音義の研究(下)

上 5) ，込:倶往/求往 (369上 10)，競:居陵/鉦陵 (1038上 4) ， 

駒:奉朱/音励(667上 13)B) 

A)師古は、土巻垣圏克也グと説く。師古音は或は広韻に見られる「脊」

(広韻:巨買切，曲角)音と比較さるべきか。 r泰」を採れば，声・

韻母の「ずれ」はなくなる。

B)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字*胸(広韻其倶切)も

求められる。 cf. 資料， mB韻類・遇摂 (49)

。広韻〈霊)/師古〈見〉

紺:巨流/紀炎 (405上 13)，期:渠之/音基 (936下14)・音芽

( 61上 16)~築:渠京/音警(679下17)問， 1零 其但/ 居僅(719 

下13)I C;極:渠カ/居力 (430下 8)~)1 彊:巨良/唐良 (500下 11) IE) 

A)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字ホ券(広韻:居之切)も

求められる。 cf. 資料， illA韻類・止摂 (89) (90) 

B)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字梼撤(広韻:居影切)も

求められる。 cf. 資料， mA韻類・梗摂(12)

C)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字勢塞(広韻:居僅切)も

求められる。 cf. 資料， mB韻類・山摂(2 ) 

D)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借宇吋盃(広韻:紀力切)も

求められる。 cf. 資料， mB韻類・曽摂(14)

E)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字普遍(広韻:居良切)も

求められる。 cf. 資料，illB韻類・宕摂 (14)

。広韻〈渓}/師古〈牽〉
N 

町:嘘里/其巳(397下げ)・鉦己(山下)，屈:匡勿今鉦勿(別
A! 

下 6) ・求勿(126下)・其勿(69上 4，189J:， 584下16，717上 1，811 
AJ 

下14) ・具勿 (584下 2)， 1~出: J孟勿/其勿 (705下16)I ， 目撃:

丘縛/鑑縛 (720上 2) IC) 

A) r其」字には〈霊〉母の他に〈見〉母の読音も広韻に見られるが，

師古では「其」字は〈霊〉母を表わす反切上字として用いられている

と認められるのでここに置<(cf. 資料)。

月

r'
1
i
 



北大火学部紀婆

B) fJ溢J 字の説音にはも直勿切。のf車;こ〈見〉母字を反窃上学とす

るサし勿切勿もu:韻に見られる。ここでは現代北方音に照らして

勿切グを師古音との比較の対象iこ採ったが，本鰐i立主主iま〈見〉

両母の混同を示す測とすべきか。

C)本間は広韻マ邸古音と関育を示寸仮{昔字場主義(広主義:呉纂切}も

求められる o .cf.資料， nお韻類ー宕摂(17)

。広韻〈翠}/擬古〈議〉

i拳:銭員/安機(677よね)f， 11号:其怒/起属〈制下 11)1そ
{l鴇:濃廟/去、昭(1043よ 9)!鴎

A)本需は広韻で諦古音と同音会示T仮{昔字毎1喝(品;語:去斜切)も

求められる。 cf.資料， IDA館類・鰻摂(4 ) 

B)本倒は広韻で師古苦まと問音を示すfJit借字可喬(広韻:去逢切)も求

められる o cf.資料， IDA韻類・殻摂 (30)

(3) (娩〉母と〈匝〉母との議碍を示す需がある o

。広韻〈続}/蹄古〈臣〉

3R4荒内/胡内(57打 4)究明今火食/拐殺(418下 5)，鑓:
占 D)

呼 姿 / 音 獲(12上 11)， *蛾:香究/下究(103争下 9) ，話:

呼候/斎

A) 

( 611下 19)E) 

られる被注竿:は (広韻:無沸切)であるが，部古

、i未;亦頼字汐に拠り，的古音を広韻iこ見られる「額j管と比較する。

B)問義を表わす}J1j剤(229下 19.763ド15.1186下 15)に，附古;土、呼

内反グと〈暁}母を以て注していることからも師自の方設に於げる〈駿〉

〈匝〉爵母の混同はかなり纏笑と晃られよう。

C)漢警に見られる被注字は ft韮J (京綴:古玩切，水名，…又

蒙也，湊也…〉であるが，師古は守護j護水洗臨t!1"と説く。

に見られる鳴波数也hA.71<.勢声詩漁港方i終決分怯盛也韓詩作i出豆漢欝

地理志濯j議…Jijiニ拠久姉古者を広韻に見られる fi集」王子と比較する。

31) íJ lffll止 r~主徴j 蔚iJ l 裁に拠る。

- 18-



顔師古漢書音義の研究(下)

D) 漢書に見られる被注字は 「蛸J 広韻:狂究切，爾雅日，蛸

蝿，…)であるが，師古は叩胤蛸曜浅言屋中之深広也かと説く。鉦樹

玉「説文解字校録」の、蝦…按此字疑後人因樺議増故玉篇無広韻有市
1/3由

無義也当為蛸之別体…・に拠り，師古音を広韻に見られる「燭」音と比

較する。

E)本例は広韻で師古音と同音を示す仮借字名詞(広韻:胡蓮切)も

求められる。 cL 資料 1韻類・流摂 (16)

。広韻〈匝)/師古〈暁〉

法:胡玩/音集 (1051下20)

師古の方言て、有声:無声の対立が顕著ではなかったとも考え得るこ

とに就いて先に触れたが，上掲例も，亦，そのような推測を支持する

ものではないか。

(4) <匝〉母と〈子〉母は分かれていると見られる (cf.資料)0<子〉

母は〈匝〉母が一定の音韻的条件の下で変化したもので，それ等が元，

一類であったことは「玉篇」に見られる反切で， <子〉母字が〈臣〉

母字で示される例の多く見られることからも推測される?両母の混同

は切韻，玄応にも認められるが，慧苑，慧琳では明確に分離されてい

る。

3. 1. 5.車;& 1苦

以上，顔師古漢書音義に見られる注音用字上特徴的なことのみを声

類に限って見，その上で幾つかの私見を述べた。中国語音韻史の上で

唐代は顕著な音声・音韻変化が起った重要な時期と一般に説かれなが

らも，資料上の制約等からその史的変遷の様相に不明確な点も少なくな

い。初唐の空白期間を埋める顔師古漢書音義に見られる声類(及び韻

類)の特徴は今後の唐代音韻史の研究の上で参考となる素材を提供し

32) 引用は「詰林」前引書，に拠る。

33) cf. 越元任，Distinctiveαnd Non-Distinctive Distinctions in Ancient 

Chinese， HJAS 5・3(1941)p.211 

Q
J
 

1
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北大文学部紀聖書

かと思う。尚， (日〉母及びJE繭音でご で，

或は， palatalのふ， t品・ではなく c邑rebralのZ-，t申剛ではなかった;か

と推訴し得る可能性も皆無ではないが， ニ1.1.1土議類で述べたので、ここ

では触れなかった。又，声言問に関して本稿は扱わなかったが，それは

開古音住例Ut二見られる声調の境開が果して癒史的変化を示すものか，

或は単なる倒詩的読音の相違を示すものかが米だ鳴らかにならないた

めであれ今後更に地の

A、
Zコミ ちたいーと

を補いつつ し，稿を改めて述べる

-20.-



顔師古漢書音義の研究(下)

第 4部資 料(補遺)

( 1 )音 注 表

I 類

通摂

東 董 活 屋

明 〔木〕葉

〔沫〕翠

r刃A三~ u窃〕 章萄

〔漬〕頬

〔讃〕頼

I費

来 〔鹿〕谷

精 子公酸(1) 子弄酸(1)

見 〔貢〕 1虫(2)

事責

影 〔盆〕 喜

旬
E
ょっ臼



北大文学部紀要

主主 宋 沃

，刃ι三一・ 〔毒〕議

渓 〔酷〕馨

影 〔沃〕蓋

(1) ~品I~J (126下) (広〕作孔切(精董開ー)又子紅切

(2) '1車J.広韻「虹」に作る。

遇摂

模 姥 暮

並 〔部〕 音民(1)

立高 丁故霊

j尼 〔奴〕務

驚

来 〔直〕櫨

清 千 戸 粗(2)

従 オ戸 ヰ角

見 〔孤〕報(3) 〔古〕晋

疑 〔吾〕蝿 五故午(4)

遣(5)

持

22 



顔師古漢書音義の研究(下)

ハ凹
['1舌〕特

〔互)1樗|

(1) 甑 J (1054下 8) C広〕蒲口切(並厚開ー)又防無切

(2) 粗J (717上11) r広」祖古切(従姥合一)又千胡切

(3) 執J (126上)C広〕之入切(章絹開三)，ホ「鉱J C広〕戸呉切(匝模合

一)又胡誤切， cf. 師古注

(4) 午J (506上 7)C広〕疑古切(疑姥合一)

(5) 透J，広韻「湯」に作る。

蟹摂

日台 海 代

並 〔倍) 1崩(1)

透 〔胎〕台

環(2)

〔台〕能(3)

r疋'-. 〔代〕毒(4)

泥 乃代轟

両f

同5

〔耐〕能

1青 千在来 〔菜〕釆

従 才 代識

昌 昌改苗

23一



北大文学部紀要

散

一

来

一
五

一

疑

影

一 毒改烏

泰 調

j青 〔奈〕襟(5)

見 工支匂(6)

且尽/る 〔藷Jp蓋|

灰 日有 隊

並 歩 内 字

明 〔枚〕攻(7)

端 丁回 1ff
r疋'- 大 回 睦

来 郎賄 i量(8)

従 〔皐〕嶋(9)

渓 口賄魁

暁 呼 内 額

24 -



顔師古漢書音義の研究(下)

(1) 愉J，広韻「存」に作る。

(2) 策 (393上19，531上17.550下 7.1077下18) (広〕落哀切(来日台関ー)

又里之切， 灯台目J (広〕土来切(透時間一)， cf. 師古注

(3) 能J (1244上13) (広〕奴来切(泥日台開ー)又奴登，奴等，奴代三切，

事「台J C広)土来切(透時間一)又奥之切， cf. 師古注 (285下14)

(4) 毒J (297下 5，424.上19，705上7)(広〕徒沃切(定沃合一)， 事':f毒」

〔広〕徒耐切(定代開ー)， cf.集韻

(5) "燦J (1197下15)，広韻「綴」に作る。(広〕七局切(清易関ー)

(6) 匂J，広韻「勾」に作る。

(7)攻J，広韻「攻」に作る。

(8) 湯J，広韻 'i晶」に作る。

(9) 山皐J，広韻「崇」に作る。

藻摂

痕 f艮 'i:艮

渓 〔懇〕根

魂 j見 ，圏也、 没

智 〔奔〕森

r疋A 守 大 門屯

Jし、 〔孫〕 諜

渓 苦本査(1)

~ 

(1) 壷J (1285下14) C広〕戸呉切(匝模合一)

R
U
 

つω



北大文学部紀要

山 f冥

寒 早 翰 局

、接 普 安 番(1)

並 歩安沓(2) 歩葛す(3)

商品 〔丹〕皐 (恒〕担

丁葛票旦

姐

，疋'-. 徒 丹 量(4)

泥 乃旦呈、(5)

来 〔刺〕糖

清 千安月(6)

見 〔干)乾

匝 〔昂)1時i

キ亘 緩 換 末

官 〔接〕醗(7)

並 〔盤〕下(8) 〔伴〕並(9)

弁U助

明 〔稼〕鴫(11)

-26 
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暁

匝 IC桓〕繍

顔師古漢書音義の研究(下)

〔管〕斡(12)

呼j舌錯

吉谷

(1) 番J (65上16，72上 5，165下，427上 3) C広〕普官切(湧桓合一)又字

表，附哀，博禾，補過四切

(2) 番J (865上13) C広)cf. (1) 

(3) 子J (711上12) C広〕蒲援切(並末合一)

(4) 亀j (713上10) C広〕徒河切(定歌開ー)

(5) 悲J (395下10)，広韻「↑車」に作る。 c広〕徒案切(定翰開ー)

(6) 殆J ，広韻「喰」に作る。

(7) I~議J ， (553上16)，広韻「跨」に作る。 c広〕普活切(湧末合一)

(8) 下J (743下 1) C広〕皮変切(並線開三)，事「般J C広〕薄官切(並桓

合一)又北港，布還二切， cf.集韻

(9) 並J (九上 6，406上 3，・ 1146下 3)C広〕清迦切(並遮合四)

(10) 弁J (962下16)C広〕皮変切(並線開三)，帯「般JC広)d. (8)， cf.集韻

(11)畷J (598下19)C広〕莫結切(明屑開四)

(12) 斡J (60l上15，602上 7) C広〕烏括切(影末合一)

放摂

豪 自告 号

立措 丁老鴎(1)

2刃i三~ f走高(2)靭色 徒到轟

来 来到労

直到労

力到労

郎到参事

- 27 



北大文学部紀要

精 〔早〕蚤

従 在早阜 在到撃(3)

dし、 先勢槻

見 工 早 棄

公老藁

工老裏

渓 口老裏

疑 〔数〕唄

嵩

啓

五高項l

暁 火 高 薄

匝 〔浩Jr時(4)

(1)鴎J，広韻「長」に作る。

(2) 下字を百柄本は「馬」に作るが，今，補注本に従い，之を「高」に改む。

(3) 下撃J (510下13)C広〕則落切(精鐸開一)又昨木，在各二切

(4) 満J，広韻「浩」に作る。

果摂

歌 苛 箇

j芳 浦河婚(1)

並 蒲 河 番(2)

蒲 何 蕎(3)

r刃L三ー・ 徒何量

徒 河 寵

0
0
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顔師古漢書音義の研究(下)

巴f

文 果 ~ 

並 〔婆〕訴(4)

明 〔腰〕曙(5)

透 他果妥

来 来文義 郎果巌

嵐 E員

巌 (6) 来 果競

j青 千坐主主(7) 千臥挫(8)

韮

従 オ 臥坐

財臥坐

材臥坐

昌 赤坐裟(9)

匝 下 果 移

(1) 自書J (1293上17) C広〕博禾切(有文合一)又薄波切

(2) 番J (1226上 5) C広〕博禾切(智文合一)又補過，普官，字衰，附衰四切

(3) 沓J (24下 4，31下 2，111下 1，455下 7，461上14，486上 9，490下18)

〔広)cf. (2) 

(4) 磁J (952上16) C広〕附哀切(並元合三)

- 29一



北大文学部紀委

(5) r麿J (1279上 9) (広〕莫婆切(明文会一 *r慶J (広)L:楽切

(~月泉令ー) cf. 喜重荷注

(6) 議J (687下 8) (J幻邸主性切{来多民会一}

(7) 裟J (555上20) 広〕作王耳切(精楽会一)又予言寄，所力n二切

(8) 後J (1270下14) 広)HIJ臥切{務遜合一九 発「普IjJ (広〕農産入ザj

くj青過会…)cf.防古会主

{宮 q裟J (545上り〔広)cf. (7) 

唐詩書 蕩 潟 関 鐸 菊

並 薄郎苦手 歩朗 歩浪jIE(2)¥ 〔薄〕魂(3)

端 了浪

E々努L-

丁各

f嘉手手 土各民{母)

〔拓〕

簿

j思 乃朗

来 〔郎〕 婁(7) 来各楽

〔洛〕

'L、 先郎 先各

患各索

30 



顔師古漢書音義の研究(下)

五各号

運

暁 l |火 各 蓋

呼各義

〔整〕義

影匝 I 胡剛 |断|
胡各務

〔悪〕墓

唐 AにI 蕩 A 宕 A 鐸 A

匝 〔皇)(8)室 〔獲〕 董

〔鐘〕穫

景三 烏貴注 (9)

」

(l)並J (844下19)C広〕蒲迦切(並迦合四)

(2) 並J (161下 3，274上15，275上 1・3，287上 5，426上19，749下 5，

750下 1，849.上 4，885上 9，992上 4，1001上 2，1044上 1) C広)cf. (1)， 

普「傍 J， 骨「傍J C広〕蒲浪切(並宕開ー)， cf.師古注 (65下18)，定声

(3) 娩J (562上 4) C広〕普伯切 (i芳陪開二)又他各切

(4) 穿J (265上16，269上10，426下17，843上19，843下 5，928下10，1035上

11， 1042下10，1124下17，1126下 4，1127上 2) C広〕歩光切(並唐開ー)

(5) 百柄本は上字を「汀」に作る。之に従えば，本字は透母欄に移きるべき。

(6) r~再 J ，広韻「蹄」に作る。

(7) ["翼J (396上20) (広〕古行切(見庚関二)

(8) 百柄本は「翼」に作るが，今，補注本に従い之を改む。

(9) 浬J ，広韻「迂」に作る。

噌
『
ム

丹
、
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北大文学部紀要

流摂

厚 {侯

並 老長候

日月

定 日立〕

1尼 乃萄穀(3)

工{業譲 工豆離(4)

教

議

(滋〕

G蓮〕殻

口主主 載

影 -{美観 露支

(1)搭J (62古川む)， 広査員 τ捻J (こ作る。〔広〕簿{芙切〈主主役関…)又諸事交，

IJ毛馬，薬事淡三切。 1fl.い術注本;ま「杯J ぷ作る。 (広〉言者{侯切，又芳杯切

(2) 霊童 (928下14) (広;災浮切(燐尤間三)

(3) r穀 J (1275よ6) (広〕古縁切{見慶喜号.)， . r致J (広〕乃后切(泥

cf. まさ爽

(4) 絞J (35母上20) 広)務{皮切 {名義侠関…〉
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顔師古漢書音義の研究(下)

曽摂

登開 等閥 障関 徳開

j弄 普等 {イ崩i

並 蒲北契

焔 (1)

透 吐得武

精 〔増〕贈

〔曽〕糟

見 工部組(2)

(1)煽J (1090上13)，広韻「焚」に作る。 c広〕符遁切(並職開三)

(2) 髄J，広韻「恒」に作る。

戚摂

軍 感 勘 メロ入

透 官合 沓(1)

〔踏〕鞘

2疋... 徒感、 耀

Jし、 先 合級

見 〔感〕鯛(2) 〔紺〕韓
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北大文学部紀委

山主
谷今(3)

談 敢

透

i尼 乃甘時(6)

来 〔覧〕撃

(1)沓J (1198上17) C広〕徒合切(定合開ー)

(2) 鱗J，広韻「鯨」に作る。

(3) 在今J (719上14) C広〕許威切(暁威開二)

(4) 閥J (601上10) C広〕徒室切(定室開ー)

闘

(5) 革昔J (713下 2) C広〕古沓切(見合開ー)又古沿切

章

吐査閲(4)

〔楊〕幹(5)

(6) 時J (181下)，広韻「栴」に作る。 c広〕他酎切(透談開ー)。但し，王

一，王こには他甘反又那含反と有る。
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顔師古漢書音義の研究(下)

II 類

j工摂

江 講 経 覚

並 〔限〕暴

日月 〔極〕彪

長日 竹角採(1)

徹 救角卓(2)

生 〔朔J{楳|

匝 胡嬰 {J]U 〔項〕帽 胡角雷

〔学〕膏

(1)採J，広韻「採」に作る。

(2) 卓J (182下)Cぱ〕竹角切(知覚合二)

蟹摂

皆開 骸関 |主関

主司主て主 仕 皆 翁

見 (届J{腹i
匝 下 戒龍

〔械〕 貴重
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北大文学部紀要

皆 A 駿{} 怪ム口

r~ 苦怪刷

疑 五怪暗

制(1)

(1)制J (187上) C広〕苦怪切'(渓怪合二)

山摂

剛開 海開 言東開 銭関

娘 女版事長(1)

山開 産開 十間関 F国土日開

事正 彼閑 幽(2)

明 真限轡(3)

(1)鰍J (115上20) C広〕奴板切(泥滑開二)

(2) 幽J (710下 9) C広〕府巾切(菅真関三)， 勢「編JC広〕方閑切(菅山

関二)又布還切， cf. 集韻

(3) 替J (1284上10) C広〕武板切(明滑合二)
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殻摂

繰(l)

城

城

選長部o:i莫番号苦護室。〉級交 CF)

巧 i 数

(1)悦J， J1::綴「様J ~こ作る。

麻鴻 馬関 韓関

明 鰯

丈加
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北大文学部紀要

荘 側力日 干且

見 〔家〕額 工下院

工雅夏

攻雅夏

〔恨〕夏

〔古毘〕 夏

暁 呼力日街 呼 駕 樟

匝 胡雅夏 胡稼下

胡嫁下

胡駕下

胡亜下

影 一加烏(1)

烏加亜(2)

麻A 馬A 鵡A

匝 下嫡竜(3)

(1)--I烏J (1159下12) C広〕哀都切(影模合一)

(2) 豆J (801上 2) C広〕衣嫁切(影鵡開二)

(3) 竃J(63上 2) C広〕戸佳切(匝佳合二)又烏嫡切

梗摂

日 庚開 梗開

-38-
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顔師古漢書音義の研究(下)

日月 〔盲〕嘉 莫客務

莫百務

莫伯務

徹 丑庚憧(l)

掌(2)

澄 丈庚掌(3)

{t掌i

生 山容索

見 工衡更 〔便) {統i 〔格〕 {賂i
公衡更

功 衡 更

工行更

〔庚〕更

暁 〔赫〕爽(4)

Q 

耕開 取再f E宇目 察関

背 布妻撃

j芳 普腕{肝i 普革{童~f

普耕!肝!

明 莫 幸 田

見 〔間〕高

n叫
d

内

J



匝

影|於耕嬰

馨

婆

耕 A

見

匝 ほ 〕 舷(6)

北大文学部紀要

取ム

(1) じl堂J ，広韻「唯」に作る。

胡 隅嗣

〔厄〕拒(5)

誇ム仁3 麦ム

居獲賊

〔獲J(7)重

(2) 穿J (1142上18)(広〕他孟切(透映開二)， *，樽J (広〕丑庚切(徹庚

関二)， cf. 集韻

(3) 穿J (1142上18) (広)cf. (2) 

(4) 爽J (651下 7) (広〕施隻切(書昔関三.，赫J (広〕呼格切(暁陪

開二)， cf. 定声

(5) 据J ，広韻「泥」に作る。

(6) 肱 J，広韻「玄谷」に作る。

(7) 獲J ，百納本は「議」に作るが，今，補注本に従い之を改む。

40ー
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顔師古漢書音義の研究(下)

IIIA 妻頁

止摂

支関 品氏関 茸開

者す甲 必爾韓

並甲 〔牌〕卑(1)

明乙 〔築〕蓮

来 〔離〕建(2) 力爾麗(3)

麗 力伝 71J 

f散 〔蛸〕魁

澄 直移 i移(4)
〔多〕鹿(5)

精 子爾誓

G紫〕 "，O 
仁コ

従 オ賜関

〔漬)梼

dし、 〔斯〕居

初 楚宜差 初蟻柴(6)

生 所宜 11麗| 山紙履

荷台 食か甜

書 式爾疹(7)

羊 て支 H施

モ 示 地
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北大文学部紀要

〔移〕 日施

2移

疑乙 〔儀〕蟻(8)

暁乙 〔犠〕献(9二

支ム 紙ム 軍 A

j登 丈瑞季(10)

直悪季(1J)

丈瑞缶(1司

章 之薬極(13)

常 〔審〕缶

暁甲 火 規 慕

旦早ノノ乙 於危 f委 迂偽委(14) 於 偽 鍾

子 子偽為

1旨開 ヒ日二」開 τニE乙開

有甲 必二蔽(1自

乙 彼美語(16)

祷甲 匹履 i庇|

乙〔至〕経 〔鼻〕卑(1司

ヮ“Aq
 



乙

日月乙

来

生日

澄

精

f是

三手

従

|見乙

景三原

ーー

来

カ私警(1母

丈夷 jSω) 

子私

〔杏〕誓(2毒

会私

〔議〕支(z言

〔夷)羨

〔伊〕鯵

要務

点、

'" 

護員附古言葉害容音義める奇究(下)

定員~ 否
! ョ 〕制

〔纏〕魅

竹一

走(J普

〔維)措

〔姉〕子ω

(次)侠

ぺ二緯(泌)

亦ニ鰭

〔九) 〔其〕幾a1J

機

ヒニs
臼合 烹ぞ子

力水準(2時
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北火文学部品己要

j登 1藍追鵠車場

dし、

子遂時

〔酔〕

先遂粋

生

，.. 

品
川
山
T

A
μ
h
H
 

晃ム 〔軌九

之 ヰ 二d己とρ 

来 カ之

驚ω

〔纏〕

議 丑之 自1)

援鱗

澄 抑制 法苦境

丈紀併号4)

孜

鶴(3ii)
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顔師古漢書音義の研究(下)

蕊

Jし、 〔臭) 1思~f

す日 〔鉱〕食(3日

荘 ↑則其箇 側 吏事

裁

書 式志峨

成餌職

日 〔而〕彬

羊 〔恰〕 4仁3当 〔以〕 目

見乙 〔基〕其 居起幾(初

〔箕〕其

暁乙 許其{希リH扮 許記喜(39)

cf喜〕董(40)

(1)卑J (185下) C広〕府移切(智支開四)

(2) 驚J (1056上13) C広〕里之切(来之開三)又莫袖切

(3) 麗J (719下20，720上 6) C広〕呂支切(来支開三)又郎計切

(4) 諦J (115上18) C広〕て支切(羊支関四)， *，移J C広〕直離切(澄支

開三)又音移， cf. 補注

(5) 廃J (1037下10) C広〕息移切(心支開四)

(6) 柴J (1037下10) C広〕士佳切(崇佳開二)

(7)疹J (720下12) C広〕丁佐切(端箇開ー)又他干，託何二切

(8) 犠iJ，広韻「義鳥」に作る。

(9) 献J (1260上20) C広〕許建切(暁願開三)又素何切*，犠JC広〕許罵

切(暁支開三)， cf.広韻

(10) 'il? J ，広韻「雲」に作る。 (399上 4)C広〕是偽切(禅支合三)

(J1l審J cf. (10) (489上15) C広)cf. (10) 

(JZ) 缶J (31上 2) C広〕方久切(帯有開三)， ホ「審 J cf.(JO)， cf.師古注

(13) 極J，広韻「撞」に作る。
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北大文学部紀要

(1副 「委J (886上 3) [広〕於為切(影支合三)又於説切

(1日 「蔽J (874下 1) [広〕必扶切(帯祭開四)

(1日 「語J (423下 4) [広〕匹都切(務旨合三)

(17) 卑J (644下15) [広Jcf. (1) 

(1目 「袴j (1047下17) [広〕里之切(来之開三)

(1骨 「芝J (132上)[広〕疾葉切(従葉開四)

側 「疋 J ，広韻「遅」に作る。

白I)誓J (647上10) (広〕即移切(精支開四)又将此切

(22) 亦J (388上 2) (広〕阻史切(荘止開二)又即里切

(23) 醤J (299下16) (広Jcf. (21) 

(24) 湾J (609下 4) (広〕祖実切(従斉開四)

(25) 支J (272下 2)(広〕章移切(章支開三)

( お 緯J，百柄本は「隷」に作るが，今，補注本に従い之を改む。

(幻幾J (542上13，1033上 6，1232上20，1255下 9) (広〕居依切(見微開

三)又居稀，渠希，其既三切*，黛J (広〕凡利切(見至開三)， cf. 師

古注 (503上11，608下 1，他)

(却 't呈J(410上12)，広韻「鴻」に作る。[広〕落狼切(来賄合一)

(紛 「魁J (1090下 8) [広〕杜凪切(定灰合一)， *，椎J(広〕直追切(澄

脂合三)， cf. 師古注

(3的 「篭J(69上 4，345上11，728下 6，1248上14) (広〕莫抱切(明豪開ー)， 

キ「濠J (広〕里之切(来之開三)， cf.師古注 (1248上14)

(3I ) 苦J (9下20) (広〕康社切(渓姥合一)又苦故切， ホ「答J(広〕丑

之切(徹之開三)， cf. 師古注

(32) 禁J (367下10，1282上14) (広〕倹歯切(崇之開二)

(扮 'i貴J (397下 7) (広〕直凡切(澄旨開三)

(幼 ， f待J，広韻「得」に作る。

間 「鶴J ，広韻「驚」に作る。

(36) 食J (574上15)(広〕乗カ切(船職開三)又羊吏切*，飲J (広〕祥

吏切(邪志開四)， cf.集韻

(37) 幾J (735上15，866下7)(広〕居稀切(見尾間三)又居依切

側 「制J ，補注本は「都」に作る。(広〕丑飢切(徹脂開三)

(39) 喜J (723下20) (広〕虚里切(晩上関三)， 本「意」許記切(暁志開三)， 

cf. 段注

(40) 麓J (46下 8) [広〕里之切(来之開三)， 事「隠J (広〕許其切(暁

之開三)， cf. 師古注
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顔師古漢書音義の研究(下)

蟹摂

祭開

有甲 〔蔽〕 型F
E. 

渓乙 丘例埼(1)

〔翫〕軌

於例窪

祭ムロ

(2) 
牙日 似 歳 茸

日 〔丙〕蛸(3)

見乙 居 衛 劇

(1)靖(719下 8) C広〕丘謁切(渓蒔開三)

(2) 似J，百柄本(1050上14)は「以」に作るが，今，補注本に従い之を改む。

(3) 虫内J ，広韻「嫡」に作る。

華奈 摂

真開室奈 鞍関 震関 質開櫛

j芳甲 人{賄i
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北大文学部紀要

明甲 莫忍電

乙〔畏〕噌(1)

徹 丑乙 lu失i

主7ゴ且ミミ 仕巾{桟i

章 只人振 〔診〕 日目b .. 
言*(2)

ρ吊g. 上忍露(3)
ぺ砂

羊 矛一失(4)

群乙 巨巾於

其巾斡

疑乙 〔銀〕園(5)

真合誇 車参合準 震合梓 質合術

:青 千句彼(6)

JL' 〔詞J1揮!

邪 〔旬J1揮i

荷台 〔述J1鉢f(7) 

書 〔舜〕馨

常 〔純〕屯(8)

羊 以出歯

」ー
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顔師古漢書音義の研究(下)

(1)崎'J ， 広韻「山民」に作る。

(2) 詩J，広韻「診」に作る。

(3) 震J， 広韻「蜜」に作る。

(4) 失J (787下12) C広〕式質切(書質開三)， * I f失J C広〕夷質切(羊

質問四)， cf. 師古注

(5) 園J (408下 1) C広〕王権切(子仙合三)又戸関切， 事「国J C広〕語

巾切(主主真開三)， cf.師古注 (408下11)

(6) 後J ，広韻「主主」に作る。

(7) 王ー，王二に有る。食章反(船術会三)

(8) 屯J (355下10，394下13) C広〕徒海切(定魂合一)又捗倫切

山摂

仙開 j爾関 線開 蒔開

帯甲 〔鑑〕雷

不列霊

j芳甲 匹列撤(1)

日月甲 莫善電

莫 践 垣

ci面〕田

〔緬〕埴

来 〔連) {~連|

Jし、 先列高

骨骨 食列 {r~f(Z)

r吊..g. 〔蝉〕車 〔善〕車

鰭(3)
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北大文学部紀要.

羊 〔演〕 重量(4) --1¥:戟羨

延(5)

--1¥:扇羨

て繕羨

見甲 倶免巻(6)

群甲 鉦連軒

其 連 犠

〔度〕軒

健

疑甲 牛列巣(7)

五列瓢(8)

仙A j南A 中泉合 蒔ム口

来 力全筆

精 子縁{股i

従 字充熊

章 之充剥 之↑免{棟)

ρ吊g. 上絹裏

日 人様 j需(9) 而'1'充襲

人縁嬬(JO) 人↑覚的(JJ)

而 縁 塙12)

羊 印象〕 哉(J3)
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、切2

顔師古漢書音義の研究(下)

拳(14)

チ与で主， 

渓甲 丘専巻(15)

乙丘権巻

巻(1自

去擢巻(1司

拳(18)

JfEflI巨専巻

其 専 巻

其 園 巻

鉦園巻

乙IC拳 〕 巻

〔権〕拳

影甲| |ー充{蛸|

(1) 撒J (708上14，1038下15) C広〕普蔑切(務屑開四)

(2) 括J，百柄本は「随」に作るが，今，補注本に従い之を改む。

(3) 鰭J，広韻・補注本は「鮮」に作る。

(4) 負J (182下) C広〕翼真切(羊真開四)

(5) 延 J (709下13，1265下 9) C広〕子線切(子線開三)又以然切。 cf. 校勘

記:子線切，唐古員作予線切(羊線開四)，是也。

(6) 巻J (502上14) C広〕求晩切(群院合三)又厨倦，居轄，巨員三切

(7)巣J (620上17)C広〕五結切(疑屑開四)

(8) 泉IlJ (601上16) C広〕五計切(疑事革開四)又去例切

(9)(10)(12) 嬬J，広韻「壊」に作る。

(11) 虫内 J ，広韻「騎」に作る。

(1司 「裁J，広韻「鳶」に作る。

(!品 「拳J (677上13)C広〕巨員切(群仙合三)， ・ r秦J C広〕広倦切(見線

合三)又居願，居玉，区i巻三切， cf.師古注

(15) 巻J (711上11) C広〕居倦切(見線合三)又居轄，求晩二切

(16) 巻J (544上 8)C広)cf. (!日

(1司「巻J (333上17，395下 3，416下 6，932下20) C広)cf. (1日

(18) 拳J (677上13)C広)cf. (14) 

呼
『
よ

P
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北大文学部紀要

殻摂

宵 笑

手官甲 必造森

乙
彼騎康(1)

湊甲 匹遥繰(2) 匹妙繰 (3)

並甲 頻逢瓢 e・

来 力召奈

f追 在消樵(4)

E日ヨ 昌少模 (5)

書 式部少

日吊g. 時召助

羊 羊召揺

t招揺

〔揺〕綜

(笹〕訴

見乙 〔騎〕喬

渓甲 丘遺超

群乙 〔橋〕喬

{塙i

暁甲 許昭緊(6)

乙 許 騒 翻

E尽主ノ/.甲 一連毘(7) 一笑幼(8)

乙 一小幼(9)
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産話師百語案審音義の研究(下)

(1) 燃J (506下11) C広〕務表切(i努小路三)又議事交切.ri霊長J (広〕議

矯切{脅さ育関三三)， cf.補注

(2) 緩J (601下 2) C広)敷沼紛(湧小関1m)

(3) 縁J (1186下 3) (広Jcf. (2) 

(4) r機J， 広綴 r'l主主J Iニ作る。

(5) r綾J (793下16) (広〕去久切(渓脊潟三)

(6) 髭J (11路上15) CJ1:)許尤切〈焼尤間三〉

(7) 鵠J，広繍「要J ，こ作る。

(8) 士会J (666上 7，1047下 7) (広)伊縁切〈影幼開問九傘

きち炎切(最長笑関凶)又於言寄切， cf.術商注 (94上8) 

{告幼J (1l86上20i (J:t) cf. (8)，行妥J にとf.(8) 

i霞摂
v 

麻路 期
間馬 調関

羊!て奪斜 t者冶

f冥

清算誇 務関 昔喜善

徹 ヨま成

捜

従

所謀者(1)

音(2)
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章i之盈正 i之石践(3)

正

iE 

正

式亦

試亦費

~整拘 石身長

鼠 〔樺〕薄(4)

t成
l' 

請ぞト 勤手証 昔合

〔営〕卒

群FfI 〔発〕惇

仁一一一一

関 接関 映務 !箔関

見乙 〔京〕零 〔境〕 〔戟) l~産!

〔鎖〕枇(7)

説(8)
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顔師古漢書音義の研究(下)

庚合 梗合 映合 F百合

見乙 居永{喫|

子 〔柴〕壁 〔詠〕管

(1) 省J (43下16，53上 7・14，672上 3，811下20，961上15，991上 3) 

〔広〕所景切(生梗開二)又息井切

(2) 青J (1205上 4) C広〕所景切(生梗関二)

(3) 玖J ，広韻「蹴」に作る。

(4) 縛J (936上10) C広〕施隻切(書昔開三)，場「緯J C広〕羊益切(羊

昔関三)cf.補注

(5) 嬰J (480上19) C広〕烏玄切(影耕開二)

(6) 寛J (1253上 3) C広〕居慶切(見映関三)， . I境J C広〕居影切(見

梗開三)cf.定声，師古注 (1134上 6) 

(7) 蝕)( 713上 5)広韻 rfilLに作る。 C広〕凡劇切(見陪開三)

(8) 著九J (705下16)，広韻「谷:J!.J に作る。 C広)cf. (7) 

流 f実

幽関 鞠関 幼開

暁甲 火幼 {虫臭!

深摂

f受 寝 託、 絹

暫甲 彼甚裏

目
υ

戸

hυ



北大文学部紀要

来 力禁臨 〔立〕楓(1)

立羽(2)

精 子入 j集

中万 初 林 参

楚林参

生 所林参

木A7 ヰミ

羊 ci岳〕尤 一℃入胡(3)

見乙 居禽禁

J美乙 〔欽〕領(4)

群乙 〔琴〕斡

(1)城J (720上11，1141上18) (広〕蘇合切(心合間一)

(2) 掬J (231下 6) (広〕奥職切(羊職開四)

(3) 立羽J (231下 6) (広)cf. (2) 

(4) 領J (1050下18) (広〕胡男切(匝軍開ー)又胡感切"鋲J (広〕去

金切(渓侵開三)又欽錦，五感二切， cf.補注

戚摂

塩; E炎 監 葉

来 力謄赦(1) 力渉霊長

従 〔潜〕菅

ハh
v

に

υ
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顔師古漢書音義の研究(下)

Jし、 先廉 三会

先干与 三会

〔織〕械

生 所 廉 多(2)

章 之 漸 占 之渉聾

執(3)

章j歩聾

日 人 占 彰

見乙 紀炎駒(4)

群乙 其 炎 斡

且尽/ノ甲 一葉歌(5)

一渉散(6)

子 子 渉推(7)

(1)欽J，百禍本は「鮫」に作るが，今，補注本に従い之を改む。

(2) 多J (27下18，958上 5) C広〕所街切(生街開二)又息廉切

(3) ，執d (819下13) C広〕之入切(章絹開三)， "愁J C広〕之渉切(章

葉関三)又之入，奴協，秦入三切， cf.師古注

(4) 紺J (405上13) C広〕巨流切(群塩開三)又巨金切

(5) 育士J (1271下10) C広〕一塩切(影塩開四)又於艶切*，厭J C広〕於葉

切(影葉関四)又於監，於淡二切， cf.集韻

(6) 散J (10上 3) C広)cf. (5) 

(7) r*雇J (127上)，広韻「縫」に作る。 C広〕七接切 (i青葉開四)。上字の

「子」は「千」の誤写か。
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IIIB 類

通摂

東 董 送 屋

来 力竹 参b

~ 

生日 竹仲中

J登 〔軸〕舶

吉良 女六胴(1)

章 之六首

昌 昌六祝

，吊"'" 〔軌〕塾

羊 て六首

〔育〕首

見 居六鞠

鞠

群 鉦六 鞠

巨六鞠

{鞍|

E尽孟ノぺ 〔郁〕 奥山
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顔師古漢書音義の研究(下)

鍾 日重 用 燭

並 扶 用 奉(3)

生日 竹用重(4)

澄 丈 庸 重 直勇重 直用重

直龍重

羊 〔踊〕 南

見 居 容 共 居用共(5) 居玉臼

〔襲〕 共

〔恭〕共

疑 〔願〕 高(6)

(1) 'H肉J，広韻「肋」に作る。

(2) 奥J (1126下18，1128下11) C広〕烏到切(影号開ー)

(3) 奉J (37上 9，64上16，83下15，92上20， 103下19，426下11，523上 5，

527下 8， 573下10， 634下 1， 727上18， 735上19， 800上 1， 879下 1，

939上17， 996下 1，1221上 1) C広〕扶院切(並臆合三)， 本「俸」扶用切

(並用合三)， cf. 集韻

(4) 重J (1115上 9) C広〕直答切(澄鍾合三)又直院，柱用二切*，淫」

〔広〕竹用切(知用合三)又都貢二切， cf. 師古注

(5) 共J (95下12， 158下15， 264上18，280上19，291上 5，877下 1，904 

上 2， 945下 9，946上 1，991上4，1075上 6，1187下20，1197上10，1197 

下 7，1201下14，1213下14，1216上 1，1220下 1，1228上10) C広〕九容切

(見鍾合三)又渠用切， キ「供J C広〕居用切(見用合三)又居容切， cf. 

師古注(280上19， 291上 5，など)

(6) 馬J (708下13) C広〕遇倶切(疑虞合三)又牛具切， 本「蛸JC広〕魚、

容切(疑鍾合三)又遇倶切 cf.定声
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北大文学部紀委

止 f焚

微関 E塁間 未賂

晃 幾 〔銑〕

;菜 〔気)乞

群 区 依 幾

日長衣
J・

矩衣幾

銭依

許既

微 A仁， 米合

ゴド

j芳 〔雰〉 争~F

11月

娩

〔揮〕 牽 リ叫epJ 

i 

(1) 「喜J (1063よ7)(広)'ili'.'絵、切(践校、潟三三)又蕊皮切J
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顔師古漢書音義の研究(下)

遇 摂

魚 三ロ五口 御

{散 丑於樗(1)

丑余樗(2)

ま良 女居翠

章 之庶議

昌 昌汝 J孟
(3) 

羊 て於輿 一℃庶輿

盛Z 〔預〕輿

建丘三主当

Ct象〕輿

占拠

〔館〕輿

見 〔奉〕去(4)

iR 〔桧〕拾(5) 丘 呂去

疑 (御J1繭i

暁 〔虚〕 魅

虞 翼 遇

常 〔甫〕父

、房 妨 付跨(6)

並 〔扶〕夫

司，ょP
O
 



北大文学務紀著書

知 IC諒〕都

〔株〕将

徹 i 額

従 l
村稔

網目(7) aチ熱ト

人総

部欝乳(l場

緩

出(1)

議(12)

態

議

5高

P授(1場 ?設立母

?見務運航i母

〔民J11呉i

(1)(2) r樗ゎ広綴「袴J i二作る。

(3) ，ーも，百総本iま「父J iこ作るが，今，争議校コ和二従い之を改主， Q 

(4) 去J (1097 J二20) (広)Jと幾切{渓語荷主}又i主催弘象f穿J (広〕暦

許切(見詩書韓三}又党運緊切， cf. 広議
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顔師古漢書音義の研究(下)

(5) r:持J (1045上20) C広〕去其切(渓之開三)又丘之，去劫二切

(6) 陪J (239上12) C広〕匹候切(湧候開ー)又蒲北切 *rイトJC広〕芳

遇切(i芳遇合三)又j芳候，並徳，敷宥三切， cf. 集韻

(7) 祁J (491上 3) C広〕院長輸切(知虞合三)

(8) 朱J (266上17) C広〕章倶切(章虞合三)

(9) 乳J (244下 2， 679下12，1191上12) C広〕而主切(日実合三)， 

* rf需J C広〕而遇切(日遇合三)cf. 定声

(10) 乳J (836下 9，1199下13) C広)cf. (9)， * r嬬J C広)cf. (9) 

(11) 曲J (531上9， 549下18) C広〕丘玉切(渓燭合三)

(12) 出J (544下12) C広)cf. (11) 

(13) 妻J，広韻「饗」に作る。

(14) 照J (666上8) C広〕況羽切(暁雲合三)， * r句~J C広〕況子切(暁

虞合三)又況羽切， cf.集韻

(15) 照J (666上 8) C広)cf. (1札 キ匂土J? cf. (14) 

(16) ri"i句J，広韻「醐」に作る。

E奈摂

欣 隠、 :愉 1、メ4プ三

i% 〔乞〕互

丈 吻 問 物

j芳 〔芥〕扮

並 扶分考李 〔併〕弗(1)

見 〔軍〕鞍

且示/ノ 於粉章且

子 〔云〕焔 〔運〕郭

- 63一
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北大文学部紀要

(1)弗J (428上 6) (広〕分勿切(智物合三)， ホ「悌J (広〕扶物切(並

物合三)又扶i弟切， cf.集音員

山摂

7じ開 院関 願開 月間

見 居言軒 居{匿建(1) 居謁ま干

韓

群 其言縫(2)

鑑言健(3)

軒(4)

疑 〔言〕融 午f匡胤(5)

影 〔僅) {隈|

7C{i- 院A仁3 願合 月合

祷 敷元幡

並 扶 元 番 扶晩香 〔伐〕筏

〔煩〕饗
(6) 

明 母元首(7) 武伐鵠

犠

疑 〔原〕螺(8)

(1)建J (26下 1) (広〕居万切(見願開三)

(2) 健J (96下19) (広〕居言切(見元関三)又渠駕切

64 -
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顔鍬1ぢ漢書官ま畿の併党(下)

(3) 縫 J (71上 9，1160上4) C広)cf. (2) 

(4) 草子J (1l62J二7)(広〕約言切〈見元関三}又前M，蒼然，苦喜子三切

(5) 慮IiJ (158J:: 5 )広〕ゑま裏切(塁選後喜善三)又語幸子， 魚変二七草

(6) rf手J，徳注本iま I武J ，こ作る o

(7) 欝J (232上7)(広〕母宮切(明極分一)又委託H!愛切

(8) 媛、J， 広吉良「統J ，.工作る。

援問 養関 様 I#J 薬開

カ張量

徹!

恐喝

〔鵠〕向

時掌上

I c畿〕 檎て向

見 I(蓑〕 岩丈羅

許菊 t?i-~ 
!向(2)

〔響〕鰭

於調鞍 |於亮鞍(3)

戸

h
d

p
h
u
 



北大文学部紀要

陽A 養合 渓ムロ 薬A

並 〔房〕坊

明 〔亡〕望

実日 竹雨長

見 〔鍵〕嬰

3量

子 子放 u往|

(1) 将J (971上 5) (広〕即良切(精陽開四)又子亮切.なお，上字「千」

は「子」の誤写か。

(2) 向J (325下11， 331下 5)(広〕式亮切(書様開三)又許亮切， ネ「簡」

〔広〕許雨切(暁養開三)， cf. 師古注(185下， 325下11)

(3) 鞍 J (32下13) C広〕於雨切(影養閲四)， * I快J (広〕於亮切(影議

開四)， cf. 定声

流摂

尤 有 宥

明 〔牟〕娃

翠

来 〔劉J1蔀|

J登 丈 救 訴
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顔師古漢書音義の研究(下)

精 子 由 摂(1)

従 材由曾

荘 側救埜

E目ヨ 昌牛 墜

昌由主匡

書 失救首

式 救首

日 汝救探(2)

羊 〔依〕由 羊九支 ー℃救褒(3)

白 て授褒

〔誘〕莞 語穴

J、夫市 〔丘〕亀(4) 丘九模

群 〔仇〕 1一L、

暁 許 求 緊

(1)重要J，広韻「禁」に作る。

(2) 篠J (506上 4) C広〕女救切(娘宥関三)

(3) 褒J，広韻「褒」に作る。

(4) 亀J (1159上18) C広〕居追切〔見脂合三)又居求切

曽摂

蓉開 旅一関 三山宅串開

自白 食謹乗

食苧乗

67ー
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北大文学部紀要

室E陵競(1)

許詮興

(1)競J (1038上 4) C広〕居陵切(見蒸開三)

威摂

厳 目散 自厳 業 ~ 

J美 〔怯〕措

肱

疑 〔業〕時(1)

暁 〔脅〕肱(2)

(1) r由業J.広韻「業」に作る。

(2) 肱J (140上) C広〕近信切(渓御開三)又去魚，去劫二切
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顔自防省漢撃幸俊義の級交(下)

IV 類

援摂

持号
'斉号室決 関

韮 歩迷翠

明 莫実脅

立構 襲 γ謹底(1)

紙

吐討論 鷲(2)

ftI!言1- (3) 

('1煎〕弟 従計髭

大五十 弟

〔弟〕悌

泥 乃建前爾

来

来議轟

落~

〔繋〕皐

〔翠)1

精 打率i

J、.~た多 童話(5) ロ計銀将)

〔啓〕染(7) 草(8)
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苦 計翠(9)

疑 | 五 令 児 |五計暁

〔詣〕葬

影烏実鷲

斉A 一斉t+ーム仁2 雪ム

匝 〔芳〕寵

(1)民J (226上し 262下15， 752上14， 765下 3，1051上12，1080上6，

1091下16，1102下 9) C広〕都笑切(端斉開四)又丁尼切*r抵JC広〕都

耀切(端斉開四)， cf.師古注(262下15，1091下16)

(2) 芳J (764下 6) C広〕思積切(心昔開四)， * r繋J C広〕他計切(透

雰開四)， cf.広韻

(3) 務J (34下18) C広〕他歴切(透錫開四)又焔隻切， 打者J C広) cf. 

(2)， cf. 説文

(4) 型J，広韻「翠」に作る。

(5) 自旨J， 広韻「旨旨」に作る。

(6) 喫J (646下 6) C広〕苦結切(渓屑開四)又古屑切*r契J C広〕苦

計切(渓雰開四)， cf. 定声

(7) 襲J，広韻「築」に作る。

(8) 掌 J (733上7，1282上20) C広〕苦結切(渓屑開四)， 本「契J C広〕

cf. (6)， cf.定声

(9) 掌J (428下15) C広)cf. (8)， * r祭J cf. (8) 
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顔師古漢書音義の研究(下)

山 f烹

先 調 銑 調 霞関 屑開

、傍 普結搬(1)

並 歩 見排(2)

r疋」 〔重) 1哉|

1尼 乃見呪

j青 千結切

Jし、 蘇 見先

見 古牽 1~(3)

〔堅〕帖

J芙 苦竪 j汗 苦 見芥(4)

口肩 nf 口見汗(5)

〔牽〕 I汗

子干

疑 〔醤〕辱

匝 下結葉

先A 銑合 霞A 屑A

見 〔決) 1触i

匝 〔鯨〕桔

」 」一一
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北大文学部紀要

(1)搬J ，広韻「撃」に作る。

(2) 緋J (406下 8) C広〕符寒切(並術開三)又蒲克切

(3) '1~J (1044下 3) C広〕口室切(渓耕開二)， * I牽JC広〕苦堅切(渓

先開四)又苦旬切， cf. 師古注

(4) 汗 J (408上 3) C広〕古賢切(見先開四)又音牽， ホ「山ffJ? C広〕苦

堅切(渓先開四)， cf.段注

(5) 汗 J (707下17) C広)cf. (4)， * I山町 ? cf. (4) 

数 摂

一粛...， f集 日粛

立高 〔招〕削(1)

刀

〔彫〕刀

透 官実完(2)

t疋~ 〔僚〕倫(3)

1尼 乃了裳(4)

来 〔遼J1昭i

〔珊〕料

見 工脚 {g是i 工釣喜

旦示ノノ 一嘉 -k，. 烏了幼鳥(5)

(1) 削 J ，広韻「招」に作る。

(2) 発J (361下12) C広〕徒了切(定篠関四)， * I銚J C広〕吐彫切(透

菊開四)， cf.定芦

(3) 倫J (150上 1， 412下 3) C広〕息流切(心尤開四)， キ「燦J C広〕

徒柳切(定斎開四)， cf.師古注(135下)

(4) 長J ，広韻「哀」に作る。

(5) 幼鳥J ，百楠本は「ι島」に作るが，今，補注本に従い之を改む。
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顔刷I古漢書音義の研究(下)

梗摂

育関 週開 j豆開

務

並 歩丁餅

日月

立品

，疋~ 徒 丁 建 〔定〕廷

〔廷〕建

来

J し、

影 烏H冥壁

青A 二氏-剛i入3 径ムロ

見 公週畑(2)

(1)壁J (474上10) C広〕博厄切(脅麦開二)

(2) 畑J ，広韻「畑」に作る。

73一

錫開

普弥 i飢i

歩歴壁(1)

〔寛J1畑!

丁歴的

〔歴〕高

喋

〔喋〕喋

先歴 哲

峠『

錫よ入
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威摂

1恭 君主 キ;f.; '枯

見 〔頬〕爽(1)

h早Lノ< 一貼麗(2)

(1)爽J (335下13.437下 9. 859下 4)(広〕古沿切(見沿開二)

(2) 震J (581下 7)(広〕於殺りIJ(影政開四)
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見 斉開去W 見 先開去W

来 薦問上N

他一 見 文合上

歌開平 明 唐開上 来 車 立高 豪開去

見 斉開去W 模合平 匝 斉開平W

rムじ， 一 明 唐開上 来 端 豪開去

歌開平 匝 車問入 時間平 見 文合平 3 

疑 粛開平W 見 文合上

見 唐開入

r刃A三ー， 徒一 立品 寒開平 臣 斉開平W

模合上 見a 豪開平

立品 豪開去 良日 暁 灰合上

匝 歌開平 唐開平 立高 豪開去

見 車問上 見 文合上 2 

見 斉開去N2

立高 青開平W
落一

匝 斉開平W
唐合入

大 匝 灰合平 従 才一 匝 模合上

泰開去 明 魂合平 日台開平 r疋.L，. 日台開去

見 斉開去W 疑 文合去

dし、 支開去IIIA

I尼 奴- r疋ム三ー・ 日台開去
模合平 羊 虞合去IIIB

乃 ，疋"-. 日台開去 2 

時間平 立品 寒開去
材一 疑 文合去

来 唐開上
時間平 羊 虞合去IIIB

見 俣開上
羊 尤開平IIIB

見 談開平

来|斉開上
財-

疑 文合去
時間 平日開平
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在一 精 豪開上

攻一
疑

冬合平
麻開上II

時間上 古市 豪開去

Jし、 育開平IIIA
古

渓 先開平N
模合上

dし、
蘇一

見 先開去N
模合平

渓 一百ι← 一 有 魂合上

模合上 見 皆合去II

見 工- 疑 泰開去 見 斉開去N

東開平 来 豪開上 見 先開平W

精 豪開土 見 先開去W

匝 俣開平

定 俣開去 2 口 日尭 灰合上

定 登開去 俣開上 来 豪開上

暁 肴開去II r疋~ 俣開去

匝 肴開去II 来 斉関上W

疑 麻開上II 見 斉開去N2

匝 麻開上II 見 先開平W

匝 庚開平II 見 先開去W

匝 庚開平II

来 粛開平N 疑 五 見 模合去 3 

古市 粛開去N 模合上 来 日台開平

見 豪開平

功一 匝 肴開去II 立高 豪開去

東開平 匝 庚開平II 見 唐開入 2 

見 皆合去II2 

公 来 豪開上 見 肴開去II

東開平 匝 庚開平II 暁 肴開去II

匝 青合上N 来 f山開入IIIA

匝 斉開平W
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見 斉開去W

暁 呼 1尼 灰合去

模合平 匝 桓合入

見 唐開入

匝 車問平

見 肴開平II2 

見 麻開平II

見 麻開去II

火一 見 豪開平

文合上 見 唐開入

見 肴開平II

見 支合平IIIA甲

E原三ノ/ 幽聞去IIIA甲

匝 見 唐開平

見 唐開入

見 軍関上

生 江開平II

見 江開入II

匝 麻開上II

見 麻開去II

見 麻開去II

見 麻開去II

影 麻聞去II

見 耕開入II

主m主ノノt 匝 唐合平
模

見|麻開平II

匝|斉開平W

来|粛開上W

明!青開去W

II ま買

上字
下字防禍誼字1||反教き声母

上字韻母 声母韻司

生 山一 見 肴開平

山開平 渓 庚開入

日 支聞上IIIA

匝 下 見 皆開去

麻開上 見 麻合平

見 庚開平

見 文合上 I

見 先開入N

IIIA甲類

芦長
上字 下字 帰字

帰類朝i反正数切べ
上字韻母 声母 韻母

智 必一 日 支上

真開入 日 脂去

羊 宵平

0
0
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ft良師古漢書音義の研究(下)

j芳 匹 来 脂上 匝 山 平 II

真開入 日 真平

来 仙入 見
紀一

子 塩開平
之開上

羊 宵平

明 宵去 甲 群 其一 見 真開平乙

之開平 来 仙開平

並
頻 -

羊 宵平
真開平

章 仙合平

子 仙合平

主尽孟ノ〈 羊 仙合上 子 塩開平

真開入 羊 育開平 子 虞合上IIIB

Jし、 育関上 疑 元開平IIIB

Jし、 宵開去

章 清開去

'常 塩開入 IIIA 類

羊 塩開入

匝 俣開平 I 上字 下字|帰字帰字反1;7:

匝 俣開上 I
声母 延べ

上字韻母 声母韻母 会員 数

見 麻開平II

疑 粛開平W 精 子一 日 支開上

立高 添開上W 之開上 'L、 脂開平

邪 脂合去

IIIA乙類
羊 仙合平

日 侵開入

戸母lト|上上ー字韻母声母|韻長

見 東開平 I

来 東開去 I

来 陽開去IIIB

常|彼 明 脂上乙 羊 尤開平IIIB

支関上 見 宵平乙 来 斉開上W
β吊μ， 

侵 上
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pナ~ ー

従 之開去 羊 仙合上
戸吊g. 時一 澄 宵開去

之開平 章 |湯開上IIIB

L 、也回、ー
見 唐開入 I

之開平
日 而 羊 仙合平

邪
1以ー

'L、 祭合去
之開上

之開平 羊 仙合入

斤吊μ， 虞合去IIIB

フ主I邑tミ
{士

見 真開平IIIA乙
之開上

見 皆開平II 人 澄 仙合平

真開平 羊 仙合平

章 ノロ、一一一
日 真開平

支開平
羊 仙合入

章 塩開平

之 日 支合上 羊 虞合去IIIB

之開平 日 真開平

羊 仙合上 羊
以一

E日ヨ 語合入
之開上

羊 仙合入

ρ吊g. 清開平

ヲヨー
影 真開入

誇合上
甲

常 j青開平

羊 清開平
亦

日 脂開去
j青開入

常 i青開入

精 塩開平
IIIB 類

常 塩開入 2 

章魚開去IIIB

来 東開入IIIB

書
試-

羊 清開入
脂開去

来| 仙入IIIA

失
見 尤開去IIIB

真開入

一一
j芳|友人 |疑|元平

虞平
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顔師古漢書音義の研究(下)

妨
智 虞去

陽平

並
扶 -

羊 鍾去
虞平

脅 文平

疑 元平

日月 元上

明 武 智 微上

虞 上 並 元入

来 力一 全日 東開入

蒸間入 生日 陽開去

章 尤開平

立高 豪開去 I

日 支聞上IIIA

日 支開上IIIA

Jし、 脂開平IIIA

書 脂合上IIIA

章 之開平IIIA2

f是 仙合平IIIA

章 宵開去IIIA

見 侵開平IIIA乙

常 塩開去IIIA

常 塩開入IIIA

生日 竹 澄 東開去

東開入 羊 鍾合去

来 陽開上

見 江開入 II

日 脂開去IIIA2 

徹 丑 羊 魚開平

尤開上 景三 魚、開平

子 虞合平

来 陽開入

日 陽開入

見 庚開平II2 

章 之開平II凶2

景三 真開入IIIA乙

常 j青開平IIIA2

澄 丈一 羊 鍾合平

陽開上 見 麻開平II

見 庚開平II2 

ρ吊g. 支合上IIIA

羊 脂開平IIIA

見 之開上IIIA乙

直一
来 鍾合平

蒸開入

羊 鍾合上

羊 鍾合去

羊 支開平IIIA

且尽/ノ 支合去IIIA甲

全日 脂合平IIIA

ーよ
0
0
 



救
見 江開入II

蒸開入

立良 女 来 東開入

魚開上 見 魚開平

安円寸ゴ 剛合上II

'L、
息、

邪 脂合去IIIA
蒸開入

荘 i~1j 見 尤開去

蒸開入 見 麻開平II

霊 之開平IIIA乙

来 之開去IIIA

初 初一 疑 支開上IIIA乙

魚開平 来 侵開平IIIA

楚 疑 支開平IIIA乙

魚開上 来 侵開平IIIA

生 所一 見 肴開平II

魚開上 疑 支開平IIIA乙

来 脂合去IIIA

来 清開上IIIA2

来 侵開平IIIA2

来 塩開平IIIA

章
章一 戸吊μ， 塩開入IIIA

陽開平

昌 E日ヨ 来 東開入

北大文学部紀要

陽開平 日 魚、聞上

羊 尤開平

疑 尤開平

見 時間上 I

書 育関上IIIA

自白 食一 章 蒸開去

蒸開入 羊 蒸開去

日 支開上IIIA

来 仙開入IIIA

書
成一

日 之開去IIIA
虞合去

式一 見 尤開去

蒸開入 日 支開上IIIA

章 之開去IIIA

戸吊y. 宥開去IIIA

羊 清開入IIIA

常 上一 日 真関上IIIA

陽開主 見 仙合去IIIA甲

日
汝一

見 尤聞去
魚開上

羊 羊一 見 尤開上 2 

陽開平 章 育開平IIIA

一℃ 来 東開入
蒸開入

影 魚開平 3 
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顔師古漢書音義の研究(下)

章 魚開去 影 元開入

来 陽開去 澄 陽聞入

日克 陽開去 渓 之開上IIIA乙

常 尤開去 2 子 祭合去IIIA

見 尤開去 H月 仙開上IIIA乙

章 支開平IIIA 子 庚合上IIIA

群 支開平IIIA乙 群 侵開平IIIA乙

日 脂開去IIIA2

章 仙聞去IIIA2 渓
去

群 f山合平IIIA2
魚、開去 乙

..;. l 書 仙開去IIIA

常 f山間去IIIA 丘一 来 魚開上

章 育開平IIIA 尤開平 子 虞合上 2 

量Eヨ主 麻開平IIIA 子 虞合上

章 麻開上IIIA 見 尤開上

常 j青開平IIIA 来 祭開去IIIA

章 清開上IIIA 章 仙合平IIIA

常 清聞入IIIA 群 仙合平II凶三
日 侵開入IIIA 羊 宵開平IIIA

見|居一 来 東開入 2 群 巨- 来 東開入 2 

魚開平 羊 鍾合平 魚開上 E尽ノ/ 微開平

羊 鍾合去 見 真開平IIIA乙

疑 鍾合入 章 仙合平IIIA

渓 微開上

群 虞合平 主Ei- 来 東開入

子 虞合上 魚関上 景三 微開平

疑 元開平 2 
E尽主ノぺ 微開平

E尽孟ノ/. 元開上 疑 元開平 2 
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来 蒸開平 来 陽開去

見 脂合平IIIA乙 見 耕開平II3 

来 仙開平II凶 疑 支合平IIIA乙

子 仙合平IIIA 疑 支合去IIIA乙

来 祭開去IIIA
~E 

影 微開平
魚開上

疑 牛 一 景三 元開上

迂ー
疑 支合去IIIA乙

虞合Z
尤開平 来 仙開入IIIA 子 子一 常 陽合去

暁 許- 渓 微関上

虞合平 疑 支合去I臥乙l

魚開上 子 微合上

見 微合去 W 類

見 微開去

子 虞合平
声母

上字 下字 帰字帰字延反奴べ

見 虞合去 上字韻母 声母 韻母 実質 数

来 陽開上 2 
立高 丁一 臣 斉開平 2 

群 尤開平
青開平 来 斉開上

章 蒸開去
来 青開入

群 之開平IIIA乙
見 模合去 I

見 之開去IIIA乙
臣 灰合平 I

章 宵開平IIIA
見 寒開入 12 

見 育開平IIIA乙
来 豪開上 I

況 来 唐開去 12 

陽合去
明 虞合去

見 唐開入 I

且尽ノノ 於 帯 丈合上 清 千 見 先開入

魚開平 来 陽開上 先開平 臣 模合上 I
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f道 時間上 I

主京主ノ/. 寒開平 I

f是 文合上 I

疑 文合去 12 

牙日 諒合平IIIA

dい 先一 来 青間入 2 

先開平 来 豪開平 I

来 唐開平 I

見 唐開入 I

匝 草間入 I

d し、 脂合去1M

来 f山間入IIIA

来 塩開平IIIA

日 塩開上IIIA

Fhυ 
0
0
 




